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［
総
務
課
］
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
の
実
施
す
る
「
イ
ラ
ン
村
落
開
発
と
組
織

能
力
開
発
コ
ー
ス
」
の
研
修
生
六
名
が
当
局
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、「
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和

国
参
加
型
・
森
林
草
地
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
係
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
日
本
の
森
林
行

政
の
知
見
を
深
め
、
帰
国
後
の
事
業
実
施
を
よ

り
円
滑
に
す
る
た
め
、
我
が
国
の
森
林
行
政
、

住
民
参
加
な
ど
に
よ
る
森
林
・
草
地
保
全
管
理

へ
の
取
り
組
み
、
荒
廃
森
林
の
復
旧
技
術
等
に

つ
い
て
の
講
義
や
現
地
視
察
を
行
う
も
の
で

す
。

　

一
行
は
、
イ
ラ
ン
の
林
野
庁
に
あ
た
る
行
政

機
関
の
職
員
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
イ
ラ
ン
国
森

林
・
牧
草
地
・
流
域
管
理
機
構
の
副
局
長
（
林

野
庁
森
林
整
備
部
長
に
相
当
）
パ
ル
ビ
ズ
・

ガ
ル
シ
ャ
ス
ビ
さ
ん
で
す
。

　

研
修
生
は
鈴
木
局
長
を
表
敬
し
た
後
、
早
速

研
修
（
講
義
）
に
移
り
、
竹
内
企
画
調
整
室
長

か
ら
の
中
部
森
林
管
理
局
の
組
織
、
事
業
概
要

等
の
説
明
を
皮
切
り
に
、
二
日
目
の
午
前
中
ま

で
森
林
計
画
制
度
、
国
有
林
野
管
理
手
法
、
造

林
事
業
、
生
産
販
売
事
業
、
治
山
・
林
道
事
業

等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
長
等
か
ら
説

明
。
研
修
生
は
各
課
長
か
ら
の
説
明
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
、
更
新
に
お
け
る
植
栽
樹
種
・
本

数
、
事
業
評
価
制
度
の
手
法
と
い
っ
た
こ
と
な

ど
の
質
問
も
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
午
後
は
、
北
信
署
管
内
の
素
材
生

産
現
場
、
戸
隠
自
然
休
養
林
の
現
地
視
察
へ
出

か
け
、
嵯
峨
北
信
署
長
の
案
内
で
高
性
能
林
業

機
械
を
使
っ
た
間
伐
材
の
搬
出
作
業
や
森
林
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
情
に
つ
い
て
見
学
し
ま

し
た
。

　

最
終
日
と
な
っ
た
三
日
目
は
中
信
署
管
内
を

訪
れ
、
下
堂
中
信
署
長
か
ら
管
内
概
要
の
説
明

を
行
い
、
そ
の
中
で
研
修
生
か
ら
は
、
国
有
林

職
員
の
昇
進
の
仕
組
み
や
待
遇
と
い
っ
た
質
問

も
あ
り
、
イ
ラ
ン
林
野
庁
の
幹
部
ら
し
い
質
問

と
納
得
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
梓

川
流
域
の
治
山
工
事
（
災
害
復
旧
）
実
施
箇
所

等
の
現
地
視
察
へ
出
か
け
、
ワ
ラ
ビ
沢
の
復
旧

治
山
工
事
実
施
箇
所
で
は
、
金
井
治
山
課
長
が

災
害
発
生
状
況
、
災
害
復
旧
工
事
の
概
要
等
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
で
治
山
業
務
を

担
当
し
て
い
る
研
修
生
は
工
事
概
要
の
説
明
に

目
を
輝
か
せ
、
技
術
的
な
質
問
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
最
後
の
視
察
地
で
あ
る
上
高
地
へ

移
動
し
、
森
林
の
利
用
実
態
と
境
界
管
理
手
法

を
確
認
し
、
三
日
間
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

終
え
ま
し
た
。

　

国
有
林
内
で
の
研
修
後
、
引
き
続
き
長
野
県

の
民
有
林
行
政
に
つ
い
て
研
修
が
実
施
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ら
と
併
せ
三
日
間
の

研
修
内
容
が
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の

森
林
行
政
の
発
展
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
梅
雨
も
明
け
た
七
月
二
十
三

日
、
長
野
日
本
大
学
学
園
長
野
小
学
校
の

一
・二
年
生
六
十
九
名
を
対
象
に
、
長
野
市
飯

綱
高
原
で
森
林
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
校
側
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
一
・二
年

生
混
合
の
六
班
構
成
で
間
伐
作
業
と
木
工
教
室

に
分
か
れ
て
体
験
活
動
を
行
い
、
間
伐
作
業
で

は
、
は
じ
め
に
森
林
の
働
き
や
間
伐
の
大
切
さ

を
学
び
、
引
き
続
き
自
然
観
察
を
行
っ
て
体
が

ほ
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
各
班
一
本
の
カ
ラ
マ
ツ

を
切
り
倒
し
ま
し
た
。
大
き
な
ノ
コ
ギ
リ
を
手

に
最
初
は
思
う
よ
う
に
引
け
ず
苦
労
し
つ
つ

も
、
職
員
の
指
導
の
も
と
交
代
し
な
が
ら
力
を

合
わ
せ
て
追
い
口
を
切
り
進
め
、
自
分
よ
り
は

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の

研
修
生
を
受
け
入
れ

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の

研
修
生
を
受
け
入
れ

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の

研
修
生
を
受
け
入
れ

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の

研
修
生
を
受
け
入
れ

鈴木局長を表敬する一行

治山工事実施箇所を視察

好きな模様を描いてペンダント作り 大きなノコギリを使って間伐体験

森 

林 

教 

室 

を 

開 

催
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団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
長
野
県
山
岳
協
会
や
長
野
県
自

然
保
護
連
盟
な
ど
二
十
四
名
が
出
席
し
平
成

二
十
三
年
度
事
業
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
等
を
提
案
し
審
議
し
ま
し
た
。

　

五
地
区
（
北
信
、
中
信
、
東
信
、
南
信
、
木

曽
）
の
協
議
会
か
ら
の
報
告
で
は
、
平
成

二
十
三
年
度
の
違
反
に
対
す
る
指
導
件
数
は
、

高
山
植
物
無
許
可
採
取
、
踏
み
荒
ら
し
等
、

一
八
五
三
件
と
前
年
比
一
〇
七
㌫
で
、
か
つ
て

は
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
最
近
二

年
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
登
山

ブ
ー
ム
に
よ
る
入
り
込
み
者
の
増
加
も
あ
り
ま

す
が
、
一
人
用
テ
ン
ト
の
増
加
に
よ
り
、
野
営

禁
止
場
所
で
の
野
営
、
写
真
撮
影
の
た
め
登
山

道
を
逸
脱
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
不

知
に
よ
る
違
反
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

る
か
に
大
き
い
カ
ラ
マ
ツ
が
倒
れ
た
際
は
、

そ
の
迫
力
と
達
成
感
で
大
き
な
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
工
教
室
で
は
、
輪
切
り
の
板
を

使
っ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
と
、
木
の
枝
を

使
っ
た
鉛
筆
・
モ
ッ
ク
ン
人
形
作
り
の
ほ
か
、

丸
太
切
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
ペ

ン
や
小
さ
な
木
の
パ
ー
ツ
を
手
に
取
っ
て
、

思
い
思
い
の
作
品
作
り
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
な
ら
で
は
の
創
造
力
あ
ふ
れ
た
作
品

が
次
々
と
で
き
あ
が
り
、
友
達
同
士
で
見
せ

合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
普
段
体
験
で
き
な
い

ひ
と
と
き
に
子
ど
も
た
ち
も
満
足
し
た
様
子

で
し
た
。

　

長
野
小
学
校
で
は
貴
重
な
植
物
の
保
護
や
、

野
生
鳥
獣
と
の
関
わ
り
な
ど
学
校
教
育
の
中

で
既
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

体
験
活
動
が
学
校
で
の
森
林
環
境
教
育
の
一

助
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

［
国
有
林
野
管
理
課
］
七
月
十
三
日
、
中
部
森

林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成

二
十
四
年
度
「
高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議

会
」（
高
植
協
）
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
植
協
は
、
長
野
県
内
の
国
有
林
並
び
に

民
有
林
に
お
け
る
高
山
植
物
等
の
保
護
と
地

域
内
の
美
化
を
目
的
に
、
環
境
省
、
長
野
県
、

警
察
、
中
部
森
林
管
理
局
の
行
政
機
関
や
報

道
、
交
通
、
教
育
、
観
光
、
山
岳
等
の
関
係

　

ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
を
始
め
各
地
に
お
い
て

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
に
よ
る
高
山
植
物
の
食
害
・
踏

み
荒
ら
し
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
広
範
な
会

員
を
有
す
る
協
議
会
が
各
種
調
査
結
果
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
公
表
し
て
い
く
と
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
提
起
が
あ
り
、
総
会
で
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
長
野
県
か
ら
「
生
物
多
様
性
長

野
県
戦
略
」
環
境
省
長
野
自
然
環
境
事
務
所
か

ら
は
「
中
部
山
岳
国
立
公
園
野
生
鳥
獣
対
策
に

つ
い
て
」
中
部
森
林
管
理
局
か
ら
は
「
ニ
ホ
ン

ジ
カ
被
害
対
策
に
つ
い
て
」
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

一　

高
山
植
物
等
の
保
護
思
想
の
高
揚

二　

�

高
山
帯
へ
の
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
自
粛
に

対
す
る
指
導

三　

�

保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
及
び
強
化
週
間
の

実
施

四　

野
生
獣
に
よ
る
植
物
の
食
害
対
策
の
実
施

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

 

［
南
信
署
］
南
ア
ル
プ
ス
北
端
に
位
置
す
る
入

笠
山
の
大
阿
原
湿
原
は
本
州
最
南
端
の
高
層
湿

原
で
あ
り
、
貴
重
な
自
然
が
残
る
人
気
の
植
物

観
察
地
で
す
。　

　

昭
和
四
十
年
代
に
当
署
職
員
が
湿
原
周
囲
へ

柵
や
木
道
の
設
置
を
行
う
な
ど
自
然
保
護
活
動

を
開
始
し
、
そ
の
後
、
上
伊
那
農
業
高
等
学
校

か
ら
、
生
徒
の
実
習
を
行
い
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
高
校
生
に
よ
る

木
道
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
作
業
は
板
の
張
替
え
の
他
、
木
道

基
礎
部
分
の
腐
朽
が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
基

礎
の
修
繕
工
事
（
延
長
六
十
二
㍍
）
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
当
署
管
内

で
土
木
工
事
を
請
負
っ
て
い
る
長
野
林
業
土
木

高植協総会の様子

各機関からの報告

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
技
術
者
の
指
導
に
よ
る

�

高
校
生
の
木
道
整
備

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

平成23年度指導件数内訳
無許可採取
1％その他

11％
いたずら

1％

ゴミ・
タバコの
投棄
8％

摘み取り
6％

踏み荒らし
17％

禁止区域への
侵入
56％

第
五
十
一
回
高
山
植
物
等
保
護

　　　　　

対
策
協
議
会
総
会
を
開
催

第
五
十
一
回
高
山
植
物
等
保
護

　　　　　

対
策
協
議
会
総
会
を
開
催

第
五
十
一
回
高
山
植
物
等
保
護

　　　　　

対
策
協
議
会
総
会
を
開
催
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協
会
天
竜
支
部
の
会
員
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
一
環
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

八
月
三
日
（
金
）
に
事
前
準
備
と
し
て
、
署

職
員
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
及
び
協

会
員
な
ど
総
勢
約
二
十
名
が
炎
天
下
の
中
、
一

日
を
掛
け
、
木
道
の
基
礎
杭
や
桁
の
設
置
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
番
当
日
の
八
月
六
日
（
月
）
は
、
朝
方
ま

で
強
い
雨
が
降
り
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
雨
も
上
が
り
曇
空
の
下
、
協
会
員
の
指
導

に
よ
り
、
生
徒
は
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
た

板
の
打
ち
付
け
作
業
の
他
、
設
置
の
た
め
の
資

材
の
運
び
込
み
か
ら
設
置
後
の
廃
材
の
後
片
付

け
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

始
め
は
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑
っ
て
い
る
様

子
で
し
た
が
、
作
業
方
法
が
分
か
る
に
つ
れ

「
楽
し
い
」
と
声
を
あ
げ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
作
業
の
専
門
家
で
あ
る
林
業
土
木
協

会
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
当
署
は
も
と
よ
り

学
校
に
と
っ
て
も
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
、
来
年
以
降
も
参
加
し
て
い
き

た
い
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

今
年
の
反
省
点
を
活
か
し
、
更
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
八
月
八
日
、
飛
騨
署
が
主
催
と

な
っ
て
中
信
署
、
環
境
省
、
岐
阜
県
、
長
野

県
、
高
山
警
察
署
及
び
乗
鞍
に
関
わ
る
各
事
業

者
ら
の
合
同
に
よ
る
平
成
二
十
四
年
の
合
同
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的
は
、
訪
れ
た
人
達

に
高
山
植
物
の
保
護
に
関
す
る
呼
び
掛
け
や
マ

ナ
ー
違
反
者
へ
の
注
意
・
指
導
を
行
う
ほ
か
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
等
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
、
乗
鞍

岳
の
貴
重
な
自
然
を
後
世
に
残
す
こ
と
と
、
美

し
い
景
観
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

当
署
の
記
録
に
よ
れ
ば
昭
和
四
十
八
年
の
乗

鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
開
通
し
た
翌
年
に
乗
鞍
地

区
保
護
管
理
協
議
会
を
設
立
し
、
旧
高
山
営
林

署
、
旧
松
本
営
林
署
及
び
乗
鞍
地
区
保
護
管
理

協
議
会
の
三
者
に
よ
る
「
公
開
取
り
締
ま
り
」

が
は
じ
ま
り
の
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
高
山
警
察
署
、
豊
科
警
察
署
、
岐

阜
・
長
野
の
両
県
及
び
観
光
協
議
会
等
が
加

わ
っ
て
昭
和
五
十
六
年
か
ら
「
合
同
パ
ト
ロ
ー

ル
」
の
名
称
に
代
わ
り
、
今
年
で
三
十
二
年
目

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
飛
騨
署
と
中
信
署
が

中
心
と
な
っ
て
一
年
毎
に
事
務
局
を
交
代
す
る

当
番
制
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
飛
騨
署
の
当

番
で
し
た
。

　

清
水
署
長
の
挨
拶
の
後
、
荒
井
業
務
第
一
課

長
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
方
法
や
終
了
時
間

等
の
説
明
を
受
け
、
当
日
集
ま
っ
た
二
十
五
団

体
四
十
四
名
は
、
各
班
長
の
指
示
に
従
っ
て

「
剣
ヶ
峰
」、「
富
士
見
岳
・
摩
利
支
天
岳
」、

「
鶴
ケ
池
・
花
畑
・
不
消
ケ
池
」、「
大
雪
渓
・

肩
の
小
屋
」、「
魔
王
岳
・
桔
梗
ヶ
原
」
の
五
班

編
成
で
パ
ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

乗
鞍
岳
一
帯
は
、
普
段
は
国
有
林
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ

（
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
）
を

始
め
乗
鞍
美
化
の
会
等
の
関
係
者
ら
に
よ
っ
て

保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
、
夏

山
最
盛
期
を
迎
え
て
観
光
客
や
登
山
者
が
急
増

す
る
こ
の
時
期
に
併
せ
て
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
乗
鞍
本
宮
の
例
祭
と
重
な
っ
て
家

族
連
れ
や
ツ
ア
ー
客
、
学
校
関
係
の
研
修
等
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
三
十
分
、
畳
平
に
あ
る
集
合
場
所

乗
鞍
岳
で

�

高
山
植
物
保
護
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

高校生による木道整備の様子

開会式の様子

魔王岳コースのパトロール

ボランティアによる木道の基礎工事

不消ケ池
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「
遊
々
の
森
」
の
中
に
あ
り
、
教
室
で
は
で
き

な
い
森
林
散
策
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
体
験

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

飛
騨
署
で
は
、
旧
営
林
署
単
位
と
し
た
チ
ー

ム
編
成
を
し
て
お
り
、
各
チ
ー
ム
で
連
携
し
て

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
収
穫

調
査
な
ど
人
手
を
必
要
と
す
る
場
合
は
チ
ー
ム

内
で
お
互
い
に
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
当
森
林

事
務
所
は
、
神
岡
チ
ー
ム
に
属
し
、
ほ
か
に
神

岡
、
双
六
、
本
郷
森
林
事
務
所
及
び
蒲
田
治
山

事
業
所
が
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
四
月
に
当
森
林
事
務
所
の
森
林
官
と
し

て
赴
任
し
た
こ
ろ
は
、
部
内
の
森
林
は
一
面
の

雪
に
覆
わ
れ
、
林
道
も
通
行
で
き
な
い
よ
う
な

状
況
で
し
た
が
、
夏
を
迎
え
て
い
よ
い
よ
業
務

も
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
再
び
雪
に
覆
わ
れ
る

そ
れ
ま
で
の
期
間
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
現
場

に
足
を
運
び
、
日
々
の
業
務
に
励
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
防
災
訓
練

　

９
月
４
日　
　
　
　
　

局

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

９
月
８
日　
　
　
　
　

北
信
署
管
内

　

９
月
19
日　
　
　
　
　

東
濃
署
管
内

◎
本
庁
実
地
監
査

　

９
月
10
日
〜
13
日　
　

南
木
曽
支
署
・
局

◎
木
曽
駒
ケ
岳
植
生
復
元

　

９
月
12
日　
　
　
　
　

木
曽
駒
ケ
岳

に
指
定
し
た
飛
騨
署
の
パ
ト
ロ
ー
ル
小
屋
前

に
、
全
員
無
事
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
え
て
集
合

し
、
各
班
長
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
に
比
べ
て
ゴ
ミ
の

量
が
少
な
く
、
高
山
植
物
を
間
近
で
撮
影
し
よ

う
と
歩
道
か
ら
外
れ
て
い
た
な
ど
で
注
意
し
た

ほ
か
に
目
立
っ
た
違
反
も
な
く
、
私
た
ち
の
取

り
組
み
が
浸
透
し
、
入
山
者
の
マ
ナ
ー
も
少
し

ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

閉
会
に
当
た
り
、
中
信
署
の
古
畑
大
野
川
森

林
官
が
、
下
堂
署
長
に
代
わ
っ
て
来
年
度
の
当

番
署
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
協
力
を
要
請
し

解
散
し
ま
し
た
。

［
飛
騨
署
栃
尾
森
林
事
務
所
］

 

山
本
武
郎　

森
林
官

　

栃
尾
森
林
事
務
所
は
、
岐
阜
県
高
山
市
奥
飛

騨
温
泉
郷
栃
尾
に
所
在
し
、
管
内
は
北
ア
ル
プ

ス
、
飛
騨
山
脈
の
一
端
を
な
す
笠
ヶ
岳
、
抜
戸

岳
、
弓
折
岳
、
樅
沢
岳
、
槍
・
穂
高
連
峰
、
焼

岳
、
乗
鞍
岳
を
峰
に
、
岐
阜
県
側
の
エ
リ
ア
を

管
轄
し
て
お
り
、
遠
望
す
る
そ
の
姿
は
壮
大

で
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
達
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
部
内
の
平
湯
国
有
林
に
は
、
巨
樹
・

巨
木
百
選
に
選
ば
れ
た
大
ネ
ズ
コ
の
木
が
そ
び

え
立
ち
、
地
域
の
方
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

当
事
務
所
は
、「
奥
飛
騨
温
泉
郷
」
と
い
う

住
所
の
と
お
り
栃
尾
温
泉
街
の
一
角
に
位
置

し
、
周
辺
は
温
泉
宿
が
立
ち
並
ぶ
観
光
地
で

す
。
こ
こ
奥
飛
騨
温
泉
郷
は
、
栃
尾
温
泉
の
ほ

か
に
、
平
湯
、
福
地
、
新
平
湯
、
新
穂
高
と

い
っ
た
日
本
有
数
の
温
泉
街
が
北
ア
ル
プ
ス
の

山
麓
に
広
が
り
、
五
月
の
連
休
か
ら
夏
場
に
か

け
て
登
山
客
を
は
じ
め
多
く
の
観
光
客
で
賑
い

ま
す
。

　

部
内
に
は
、
日
本
の
屋
根
と
呼
ば
れ
る
山
岳

地
帯
に
国
有
林
が
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
当
事

務
所
の
業
務
は
造
林
や
生
産
と
い
っ
た
事
業
よ

り
も
、
約
九
十
件
の
貸
付
地
の
巡
視
、
管
理
業

務
等
が
主
体
と
な
り
ま
す
。

　

七
月
、
陵
線
に
遅
く
ま
で
残
っ
て
い
た
雪
が

融
け
て
な
く
な
り
始
め
る
と
、
六
月
に
は
ま
ば

ら
だ
っ
た
登
山
者
達
の
姿
も
徐
々
に
増
え
て
き

ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
山
小
屋
も
営
業
を
始

め
、
栃
尾
森
林
事
務
所
の
業
務
も
最
盛
期
を
迎

え
ま
す
。
今
年
は
シ
ー
ズ
ン
中
に
遠
い
箇
所
で

は
一
泊
二
日
程
度
の
計
画
を
た
て
、
山
小
屋

（
貸
付
地
）
を
巡
回
す
る
予
定
を
立
て
て
い
ま

す
。

　

休
日
と
も
な
る
と
登
山
者
が
多
く
な
る
た

め
、
当
事
務
所
で
は
土
日
を
主
に
、
グ
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
Ｇ
Ｓ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
る

五
名
の
パ
ト
ロ
ー
ル
員
に
国
有
林
内
の
林
道
、

登
山
道
を
巡
視
し
て
も
ら
い
、
植
物
の
採
取
や

自
転
車
の
乗
り
入
れ
禁
止
等
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
員
は
、
北
ア
ル

プ
ス
に
関
す
る
知
識
や
登
山
経
験
が
豊
富
で
、

非
常
に
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。
北
ア
ル
プ
ス

に
限
ら
ず
、
山
に
関
す
る
知
識
や
技
術
は
、
本

を
読
ん
で
得
る
の
も
よ
い
の
で
す
が
、
や
は
り

経
験
豊
富
な
人
と
一
緒
に
歩
い
て
見
聞
き
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
管
理
業
務
の
ほ
か
、
ふ
れ

あ
い
業
務
も
重
要
な
業
務
と
な
っ
て
お
り
、
年

に
四
回
、「
遊
々
の
森
」
の
協
定
を
締
結
し
た

地
元
の
小
学
校
に
対
す
る
森
林
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。
前
述
し
た
平
湯
の
大
ネ
ズ
コ
も

笠ヶ岳方面を望む

シ
リ
ー
ズ

森林教室を行う山本森林官
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四
一
㌶
）
内
に
あ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
の
中
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、

五
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
営
業
し
て
い
ま
す
。

高
原
の
静
け
さ
と
川
の
流
れ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
が
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
、
年
間
七
〜

八
千
人
の
宿
泊
者
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
奥
三

界
岳
を
源
流
と
す
る
谷
川
が
、
数
多
く
の
滝
を

つ
く
り
川
上
川
と
な
っ
て
流
れ
て
き
ま
す
。

　

夕
森
公
園
か
ら
奥
三
界
岳
へ
と
続
く
登
山
道

と
そ
の
周
辺
は
、
滝
巡
り
に
は
絶
好
の
コ
ー
ス

で
す
。

　

春
の
新
緑
か
ら
始
ま
り
秋
の
紅
葉
に
か
け
年

間
三
万
人
ほ
ど
の
来
訪
者
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
散
策
道
に
あ
る
夕
森
か
け
橋

を
渡
り
ま
す
と
、
ま
ず
目
に
飛
び
込
む
の
は
竜

神
の
滝
、
離
れ
て
い
て
も
身
体
に
し
ぶ
き
が
降

り
注
い
で
く
る
ほ
ど
豪
快
な
勢
い
で
流
れ
落
ち

る
こ
の
滝
は
、
そ
の
昔
、
こ
の
滝
に
住
む
白
龍

が
突
然
姿
を
現
し
天
ま
で
駆
け
の
ぼ
っ
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。「
ゴ
ー
、
ゴ
ー
」、
周
囲

の
音
を
打
ち
消
す
ほ
ど
の
滝
の
音
は
、
確
か
に

竜
の
鳴
き
声
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
ま
す
。

　

奥
三
界
岳
の
源
流
へ
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
亡
鱗

の
滝
、
銅
穴
の
滝
、
ア
ゼ
滝
、
一
つ
滝
と
ま
だ

ま
だ
滝
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
ど
の
滝
も
水
量
が

多
く
迫
力
満
点
で
す
。

　

地
元
の
川
上
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主

と
な
り
、
春
に
は
龍
神
神
社
の
大
祭
と
夕
森
公

園
山
開
き
安
全
祈
願
祭
・
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、

夏
に
は
夏
の
夕
森
も
み
じ
ま
つ
り
、
秋
に
は
夕

森
も
み
じ
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
お
客
さ
ん
が
楽
し
み
に
来
訪
し
て
い
ま

す
。

◆
所
在
地　

　

岐
阜
県
中
津
川
市
川
上

◆
ア
ク
セ
ス

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　

�

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
坂
下
駅
か
ら
濃
飛
バ
ス
「
夕

森
公
園
」
行
き
で
「
夕
森
公
園
口
」
バ
ス
停

で
下
車
。　

　
［
自
家
用
車
］

　

�

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
下
車
国
道
一
九

号
を
塩
尻
方
面
へ
約
一
五
キ
ロ
北
上
、
弥
栄

橋
交
差
点
を
左
折
し
国
道
二
五
六
号
経
由
で

県
道
三
号
線
を
約
七
キ
ロ
北
上
、
川
上
大
橋

手
前
を
県
道
四
一
一
号
線
に
右
折
し
約
四
キ

ロ
北
上
。

夕
森
公
園
（
川
上
国
有
林
）

 

［
東
濃
署
］
岐
阜
県
中
津
川
市
川
上
、
川
上
国

有
林
の
入
り
口
に
夕
森
公
園
が
あ
り
、
裏
木
曽

県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
森
公
園
の
一
部
は
川
上
国
有
林
（
一
、二�キャンプ場内のバンガロー

白龍伝説のある龍神の滝

奥三界岳登山道から中央アルプスを望む

秋の夕森公園


